



The symbol of the Emperor in “Madame de Sade”
Focusing on the allegorical meaning of Mrs. Sade’s choice
Hogin Ko
高　好眞
There are two reasons behind the motif of ‘Sade’s absence’ in Mishima’s “Madame de Sade”. 
The first one purely concerns the stage setting level – Sade virtually does not appear until the very 
end of the play; the second, and more allegorical one, is the ‘absence’ of Sade’s beautiful nature 
that he has been previously praised for by Renee. ‘Sade’s absence’ has taken over the theme of the 
absence of fatherlike figure which is an allegory of the Emperor. 
‘Sade’s absence’ is a representation of the ‘absence of the Emperor’. Renee’s choice at the end of 
the play to leave Sade and enter a monastery is suggestive of Mishima’s own critical distance from 
the Emperor Showa. In other words, the author’s ‘judgment of value’ of the Emperor is found in 
Renee’s refusal to accept Sade’s transformation, who has eventually become a writer in the prison. 
Renee’s mysterious choice is in fact a logical elucidation achieved by Renee’s ‘power of 
imagination’ and by her prettifying Sade with an ‘understanding and poetry’. The relation between 
Sade’s transformation from a subject of criticism to the one in position to criticize and Renee’s 
poetry as the only form of expression she possess, shows Mishima’s main subject of interest 
through Renee’s repudiation of her loyalty towards Sade. 
The world which Sade confines in his literary work is a metaphor of Postwar Japan, and Sade’s 
act of creation in itself can be regarded as a ‘storyization’ process of Japan’s postwar history. In 
order to deny the Postwar history brought about by the Emperor’s ‘human declaration’, Mishima 
focuses on historical events such as the Pacific War and February 26 Incident in “Voice of Eirei”, 
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だつたら、こちらも貞淑の怪物
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まなかつたものにぶつかるときそれこそ実は自分
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がわれしらず一番望んでゐたものなのです
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るこの世界は
0 0 0 0 0 0
、サド侯爵が創つた世界なのでござ
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になり、革新の原理
















































































































































































者」（第 3幕）的な存在への変貌に見出している。柴田は、1幕と 3幕の間に実際の時間設定が 19年間で
はなく 17年半ばであるという点を指摘した上で、作品の表象の上で繰り返し現れる 19年間という時間設
定の意味を明らかにしている。つまり、作品の発表と初演が行った昭和 40年 11月から逆行した「十九年
前」の出来事とは、昭和 21年元日に行った天皇の人間宣言を指していることに「サドと昭和天皇を重ね
合わせる視点」を裏付けている。
 7　村松剛『三島由紀夫の世界』（新潮社、1990・9）、347頁。
 8　柴田勝二『三島由紀夫　作品に隠された自決への道』（祥伝社、2012・11）、150～ 151頁。『サド侯爵夫人』
以降の作品で描かれる天皇は、『英霊の声』（1966）、『朱雀系の滅亡』（1967）では戦死者の問題と絡んで
批判の対象としてもっぱら現れており、その一方『文化防衛論』（1968）、『反革命宣言』（1969）などの評
論では現実の天皇を相対化する〈当為〉としての天皇、例えば「文化概念としての天皇」として現れている。
 9　別役実「三島由紀夫の方法意識―「サド侯爵夫人」の構造」（『国文学解釈と鑑賞』、1974・3）、24～ 25頁。
10　『サド侯爵夫人』における「貞淑」を含め、それ以降の作品では「忠義」「承詔必謹」のあり方が一つのモ
チーフとなっている。本稿では、ルネの夫に対する「貞淑」の撤回に、三島の現実の天皇に対する批判的
な距離を読み取っている。『朱雀家の滅亡』は天皇の侍従である経隆が、戦争末期時局の変化にも関わら
ず天皇への忠義を辞めず、周囲の人々を死に追いやり、敗戦後自らも死を待ち続けるだけの境遇に陥ると
いう物語である。三島が「天皇の問題は「朱雀家の滅亡」という芝居で一番自分では書いたつもりでいる」
（対話「私の文学を語る」『三田文学』1968・4）と述べたのは、経隆が天皇に尽くした狂気じみた「忠義」
に、無理に戦争を遂行してきた昭和天皇への批判が込められていることから考えられる。
11　三島由紀夫「サド侯爵夫人」（『決定版三島由紀夫全集 24』新潮社、2002・10）、261～ 262頁。
12　「サド侯爵夫人」、前掲書、263頁。
13　「サド侯爵夫人」、前掲書、265頁。
14　「サド侯爵夫人」、前掲書、298頁。
15　「サド侯爵夫人」、前掲書、273頁。
16　「サド侯爵夫人」、前掲書、307頁。
17　ルネの創作の営みは「詩」の言葉に限定され、サドを理解する、あるいはサドを称える表現方法であると
いう点において、サドが物語を書く創作の営みとは異なる。この作品に見出される「詩」と「物語」（散文）
の対峙関係は、三島が「古今集と新古今集」（1967・1）で、「新古今集」を否定的に見直し、「言葉の有効
性」を排除した「古今集」に再び戻ろうとする意義につながっている。このエッセイで三島が明言した「詩
的な神風の到来」への信心は、三島の「最期」に向けてエスカレートしていく行動を考える上で、示唆に
富んでいるため、別の場を借り考察することにする。ただ一つ、晩年の三島が再び「古今集」へ戻るとは、
戦時期に行動から排除された故に行動の原理を相対化し得る言葉の力へ帰るということと違って、自らの
行動を「詩的な神風の到来」としたものである。それこそ、戦後の日本を圧してきた〈散文〉的な世界に
対峙し得る原理として三島がとるようになった〈詩的原理〉であって、『サド侯爵夫人』（1965・11）で物
書きになったサドの創作行為がルネに否定される表象にすでに表れている。
18　「サド侯爵夫人」、前掲書、320頁。
19　「サド侯爵夫人」、前掲書、320～ 321頁。
20　「サド侯爵夫人」、前掲書、322頁。
21　「サド侯爵夫人」、前掲書、322～ 323頁。
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23　鈴木晴夫「『サド侯爵夫人』」（『国文学解釈と鑑賞』57（9）、1992）、125頁。鈴木は『サド侯爵夫人』は、「ル
ネの情念の孤独」が、ほとんど「神格化された聖サド像を生み出す物語」であると述べている。ルネの〈待
つ〉行為が現実のサドを否定し、ルネの「内なるサド」に帰結する展開は、10年前の作品『斑女』（「新潮」
1955・1）の方向性を引き継いでいる。主人公の花子は、待ちつづけたあげく再会した恋人吉雄を拒否し、
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想像の中で作り上げた虚構の恋人を待って生きていく人生を選ぶ。〈不在〉の対象の美化は、『金閣寺』（「新
潮」1956・1～ 10）の「心象の金閣」と「現実の金閣」との関係にも通じる。「神格化された聖サド像」は、
このように〈当為〉に向かいがちな三島ドラマの技法の産物であって、執筆時に抱えていた〈当為〉とし
ての天皇と響き合うところに、『サド侯爵夫人』の意義を見出すことが出来る。
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後に三島の中に「「戦争の死者」」の感覚がよみがえることと関連付け、三島の中にある「「仮面＝二重構
造」」の深部に、戦争の死者たちへの「「うしろめたさ」」を指摘している（『戦後的思考』講談社、1999・
11・25、433頁）。
26　「サド侯爵夫人」、前掲書、324頁。
27　三島由紀夫「英霊の声」（『決定版三島由紀夫全集 20』新潮社、2003・12）、479頁。
28　三島由紀夫「日本文学小史」（『決定反三島由紀夫全集 35』新潮社、2003・10）、541頁。
29　三島由紀夫「討論三島由紀夫 VS東大全共闘」（『決定版三島由紀夫全集 40』新潮社、2004・7）、494頁。
30　「討論三島由紀夫 VS東大全共闘」、前掲書、490頁。
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32　「討論三島由紀夫 VS東大全共闘」、前掲書、494頁。
33　松本徹「三島由紀夫にとっての天皇」（『三島由紀夫研究①』鼎書房、2007・11）、128頁。松本は、幕末
の祭政一致への回帰が明治維新のエネルギーとなり、昭和維新まで及でいると述べている。
34　林房雄・三島由紀夫「対話・日本人論」（『決定版三島由紀夫全集 39』新潮社、2004・5）、654頁。
35　宮崎正弘は『三島由紀夫はいかに日本回帰したのか』（清流出版、2000・11・25）で、「三島の唱えた日本
の伝統、道統とは、突き詰めれば「生命を懸けて天皇制を守り抜くということになる」と断言している。
三島における「日本回帰」は、究極的には〈天皇〉に収斂されていくが、その過程において『サド侯爵夫人』
は本稿で強調したように、現実の天皇に対する作者の批判的な距離が示唆され、それ以降の天皇批判の根
拠となっている。一方、三島の「日本回帰」の中心にある〈天皇〉は、「革新の原理」（『対話・日本人論』）
と名づけられ、三島が現代日本の精神の空洞化を刷新するため掲げる「文化概念としての天皇｣ として現
れる。
36　三好行雄・三島由紀夫「三島文学の背景」（『国文學解釈と教材の研究・臨時増刊』1970・5、引用『決定
版三島由紀夫全集 40』新潮社、2004・7）、644～ 645頁。
『サド侯爵夫人』における〈天皇〉の在り方
論文　　―〈ルネ夫人の選択〉の寓意的な意味を中心に―　　（高　好眞）
